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特
別
寄
稿

　
は
じ
め
に

　

神
戸
市
は
兵
庫
県
南
東
部
に
位
置
し
、
海
と
山

に
囲
ま
れ
た
東
西
に
細
長
い
市
街
地
、
扇
状
の
入

り
江
部
に
発
展
し
た
国
際
港
湾
で
あ
る
港
を
有
す

る
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
。
六
甲
の
山
々
、
穏
や

か
な
瀬
戸
の
海
、
起
伏
の
あ
る
変
化
に
富
ん
だ
地

形
と
い
う
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
大
都
市
で
あ

り
な
が
ら
も
、
豊
か
な
山
麓
、
田
園
地
帯
が
残
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
旧
居
留

地
や
北
野
異
人
館
街
、
有
馬
温
泉
、
灘
五
郷
の
酒

造
な
ど
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
資
源
が
数
多
く
あ
り
、

平
成
20
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
」
の
認

定
も
受
け
、
神
戸
の
魅
力
を
生
か
し
た
都
市
づ
く

り
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
21
世
紀
の

成
長
産
業
で
あ
る
医
療
関
連
産
業
の
集
積
を
図
る

「
神
戸
医
療
産
業
都
市
」
を
推
進
す
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。

　

外
国
か
ら
の
文
化
を
取
り
入
れ
、
多
様
な
人
々

が
集
い
、
活
躍
す
る
こ
と
で
発
展
し
て
き
た
本
市

を
、
20
年
前
、
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
る
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
」
が
襲
っ
た
。
本
稿
で
は
、
震
災
当
時

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
復
興
の
歩
み
、
震
災
か
ら
受
け
た
教
訓
を

基
に
築
き
上
げ
て
き
た
防
災
体
制
の
構
築
、
市
民

へ
の
防
災
意
識
等
の
啓
発
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
概
要

（
１
）地
震
の
概
要

　

平
成
７
年
1
月
17
日
（
火
）
午
前
5
時
46
分
、
淡

路
島
北
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３

の
地
震
が
発
生
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、
神
戸

と
洲
本
で
震
度
６
を
観
測
し
た
ほ
か
、
東
北
地
方

南
部
か
ら
九
州
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
有
感
と

な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
気
象
庁
に
よ
る
現
地
調
査
の
結
果
、

阪
神
間
と
淡
路
島
北
部
の
一
部
地
域
で
は
、
気
象

庁
が
震
度
階
を
制
定
し
て
以
来
、
初
め
て
の
震
度

７
の
激
震
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
２
）被
害
の
概
要

　

本
市
の
人
的
被
害
と
し
て
は
、
死
者
４
５
７
１

人
、
負
傷
者
は
１
万
４
６
７
８
人
に
達
し
た
。
特

に
、
地
震
発
生
直
後
に
お
け
る
死
者
は
、
家
屋
倒

壊
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
窒
息
・
圧
死
が

全
体
の
約
70
％
を
占
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
築
物
、
構
造
物
の
被
害
で
は
、
全
壊

大
震
災
か
ら
20
年 

神
戸
市
の
復
興
の
歩
み

神こ
う
べ戸

市
長
（
兵
庫
県
）　
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も
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被災状況（その１）
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が
６
万
７
４
２
１
棟
、
半
壊
が
５
万
５
１
４
５
棟

に
の
ぼ
っ
た
。
さ
ら
に
、
今
回
の
地
震
で
は
、
同

時
多
発
的
に
火
災
が
発
生
し
、
加
え
て
建
物
倒
壊

や
道
路
損
壊
、
さ
ら
に
水
道
配
管
が
断
水
し
、
消

火
栓
が
使
用
不
能
と
な
る
な
ど
、
消
火
活
動
の
大

き
な
障
害
に
よ
っ
て
、
過
去
に
類
を
見
な
い
大
規

模
火
災
と
な
っ
た
。

　

建
物
の
倒
壊
や
焼
失
で
多
く
の
住
民
が
家
を
失

い
、
ま
た
、
度
重
な
る
余
震
へ
の
不
安
か
ら
、
多
く

の
市
民
が
学
校
や
公
園
な
ど
の
避
難
所
に
避
難
し

た
。
本
市
の
避
難
所
は
、
ピ
ー
ク
時
で
５
９
９
カ
所
、

避
難
者
数
は
23
万
６
８
９
９
人
に
達
し
て
い
る
。

　
復
興
計
画
の
策
定
と
総
括
・
検
証

（
１
）神
戸
市
復
興
計
画

　

震
災
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
市
民
生
活

の
安
定
と
、
都
市
機
能
の
回
復
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
一
方
で
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
と
魅

力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
し
て
再
生
し
て
い
く
た
め
、

平
成
７
年
６
月
に
「
神
戸
市
復
興
計
画
」
を
策
定
し

た
。
復
興
計
画
で
は
、
基
本
的
視
点
と
し
て
、「
都

市
の
機
能
性
と
ゆ
と
り
と
の
調
和
」「
自
然
の
恩
恵
・

厳
し
さ
と
の
共
生
」「
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
交

流
」
の
３
点
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
「
安
心
」「
活
力
」「
魅

力
」「
協
働
」の
４
つ
を
掲
げ
た
。

（
２
）復
興
の
総
括
・
検
証

　

計
画
の
推
進
に
お
い
て
は
下
記
の
目
的
を
設
定

し
た
。
①
復
興
状
況
の
把
握
や
残
さ
れ
た
課
題
を

整
理
し
、
復
興
の
総
仕
上
げ
に
反
映
す
る
②
震
災

を
契
機
に
生
ま
れ
た
新
た
な
取
り
組
み
や
仕
組
み

を
、
こ
れ
か
ら
の
神
戸
づ
く
り
に
継
承
・
発
展
さ

せ
る
③
震
災
と
復
興
過
程
で
得
た
経
験
や
教
訓
を
、

将
来
の
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
次
世
代
に
継
承
す

る
と
と
も
に
、
広
く
国
内
外
に
情
報
発
信
す
る
。

こ
の
総
括
・
検
証
で
は
、
市
民
各
層
を
対
象
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
市
民
一
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト

等
を
実
施
し
、
い
わ
ば
「
草
の
根
か
ら
の
検
証
」
を

目
指
し
て
過
去
に
2
度
（
平
成
11
年
度
、
15
年
度
）

行
っ
て
い
る
。

　
ま
ち
の
復
興

　

震
災
で
は
、
市
街
地
の
広
範
囲
に
被
害
が
及
ん

だ
。
と
り
わ
け
、
戦
災
を
免
れ
た
地
域
や
古
い
住

宅
が
密
集
し
た
地
域
で
は
火
災
が
発
生
す
る
な
ど
、

被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
被
害
が
大

き
く
、
防
災
面
等
か
ら
都
市
基
盤
の
整
備
改
善
を

図
る
必
要
が
あ
る
地
区
に
つ
い
て
、
早
期
に
震
災

復
興
の
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事

業
の
都
市
計
画
決
定
を
行
っ
た
。

（
１
）震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　

震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
大
き
な
被

害
を
受
け
た
地
区
に
お
い
て
道
路
や
公
園
な
ど
の

都
市
基
盤
や
宅
地
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

被
災
者
の
早
期
生
活
再
建
を
図
り
、
安
全
で
快
適

な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
事
業
で
あ
る
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
協
働
と
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
全
地
区
に
お
い
て

設
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
対
し
て
活
動

費
な
ど
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
な

ど
、
住
民
の
創
意
と
活
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

鷹
取
東
第
一
地
区
（
平
成
13
年
２
月
21
日
換
地
処

分
）
を
は
じ
め
に
、
順
次
換
地
処
分
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
施
行
面
積
で
最
大
で
あ
っ
た
新
長
田
駅
北

地
区
（
平
成
23
年
３
月
28
日
換
地
処
分
）
を
最
後
と

し
て
、
す
べ
て
の
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

が
完
了
し
た
。

（
２
）震
災
復
興
市
街
地
再
開
発
事
業

　

震
災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
東
西
の

都
心
拠
点
に
お
い
て
、
都
心
機
能
の
導
入
を
は
か

る
と
と
も
に
、
道
路
・
広
場
な
ど
の
公
共
施
設
の

整
備
と
あ
わ
せ
て
良
好
な
住
宅
の
供
給
、
商
業
・

業
務
環
境
の
改
善
を
行
い
、
災
害
に
強
い
東
西
の

都
心
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
防
災
拠
点
と
し
て
、
早

期
に
復
興
を
進
め
る
た
め
、
六
甲
道
駅
南
地
区
お

被災状況（その２）
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よ
び
新
長
田
駅
南
地
区
に
お
い
て
、
震
災
復
興
市

街
地
再
開
発
事
業
を
実
施
し
た
。

　
震
災
で
得
た
教
訓

（
１
）「
防
災
」に「
減
災
」の
思
想
を

　
「
復
興
の
総
括
・
検
証
」
で
は
、
震
災
の
教
訓
を

一
言
で
い
う
と『「
防
災
」に「
減
災
」の
思
想
を
』に

整
理
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

震
災
で
は
、
住
宅
や
港
湾
な
ど
多
く
の
都
市
基

盤
が
破
壊
さ
れ
、
本
来
、
生
命
や
財
産
を
守
る
役

割
を
担
う
ハ
ー
ド
の
施
設
は
、
１
０
０
％
安
全
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、

生
命
な
ど
の
絶
対
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
は
守
り
つ
つ
、
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
と
い

う『
減
災
』の
思
想
を
、
一
番
の
教
訓
と
位
置
付
け
、

防
災
対
策
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

（
２
）自
助
・
共
助
の
意
義

　

災
害
対
策
の
基
本
と
し
て
、
自
助
・
共
助
・
公
助

が
う
ま
く
か
み
合
う
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

震
災
で
は
、
行
政
に
よ
る
公
助
だ
け
で
は
市
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
の
と
同
時
に
、
近
隣
住
民
が
多
く

の
人
を
が
れ
き
の
中
か
ら
助
け
出
し
、
日
常
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
大
切
さ
が
改
め
て
認
識
さ

れ
、
自
助
・
共
助
の
意
義
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
安
全
を
自
分
で
守
る

と
い
う
自
助
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
策
と
し
て
、
す
ま

い
の
耐
震
化
促
進
事
業
に
よ
る
助
成
や
無
料
耐
震
診

断
等
を
実
施
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
防
災
情
報
を
提

供
す
る
冊
子
の
発
行
等
に
よ
り
、
個
人
の
防
災
知
識

の
向
上
を
促
し
て
い
る
。
近
隣
等
の
助
け
合
い
で
地

域
を
守
る
と
い
う
共
助
の
面
で
は
、
市
民
の
防
災
意

識
の
普
及
・
啓
発
を
目
的
に
、
小
学
校
区
単
位
で「
防

災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
結
成
を
震
災
直
後
の
平

成
７
年
か
ら
取
り
組
み
、
避
難
訓
練
な
ど
災
害
活
動

に
つ
な
が
る
防
災
訓
練
や
防
災
教
育
な
ど
の
活
動
を

積
極
的
に
実
施
し
て
お
り
、
本
市
で
は
、
活
動
助
成

や
防
災
資
機
材
の
配
備
、
市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。
現
在
は
市
内
全
域
で

結
成
さ
れ
、
そ
の
数
は
１
９
１
団
体
に
な
り
、
年
間

８
０
０
回
以
上
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
４
月
に
「
神
戸
市
に
お
け
る
災

害
時
の
要
援
護
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
条
例
」
を
施

行
し
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
が
主
体
と
な
っ

て
災
害
時
に
手
助
け
が
必
要
な
方
（
要
援
護
者
）
の

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
助
け
合
い
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
。

　
震
災
で
の
経
験
・
教
訓
の
継
承
に
向
け
た 

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

　

本
市
で
は
、
１
月
17
日
を「
市
民
防
災
の
日
」と
定

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
追
悼
行
事
の
実
施
、
安
全
に
関
す

る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
他
に
も
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
貴
重
な
経
験
・
教
訓

を
、
震
災
を
知
ら
な
い
次
世
代
の
市
民
や
、
神
戸
以

外
の
各
方
面
に
広
く
伝
え
て
い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
に
よ
り
継
承
・
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
１
）被
災
者
へ
の
追
悼
・
記
憶
の
風
化
の
防
止

　

災
害
対
策
だ
け
で
な
く
、
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た

多
く
の
方
々
へ
の
追
悼
や
記
憶
の
風
化
を
防
ぐ
た

め
、「
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
」や「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
１
・

17
の
つ
ど
い
」等
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

（
２
）次
な
る
災
害
に
備
え
て

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
家
屋
の

倒
壊
よ
り
も
、
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
あ
っ

た
。
東
日
本
大
震
災
後
、
内
閣
府
な
ど
に
お
い
て
、

新長田駅南地区（1995年） 新長田駅南地区（2005年）
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そ
の
経
験
・
教
訓
を
踏
ま
え
た
今
後
の
防
災
対
策

の
在
り
方
や
、
特
に
近
い
将
来
発
生
が
予
測
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
津
波
防
災
対
策
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経

験
・
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
近
い
将
来
の
発
生
が
予
測

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
、
こ
れ
に
伴
う
津

波
へ
の
対
策
を
進
め
る
た
め
、
専
門
部
会
を
設
置
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
専
門
的
な
意
見
を
聴
取

す
る
等
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
26
年
２
月
に
は
兵
庫
県
が
示
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
よ
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
想
定
結
果
を
参

考
に
、
神
戸
港
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

神
戸
市
内
の
全
戸
配
布
を
し
て
い
る
。

（
３
）震
災
20
年
継
承
・
発
信
事
業

　

本
市
で
は
、
一
昨
年
度
に
震
災
を
経
験
し
て
い
な

い
市
民
の
割
合
が
４
割
を
超
え
る
な
ど
、
震
災
へ
の

意
識
の
低
下
が
危き

ぐ惧
さ
れ
て
い
る
。
平
成
27
年
１
月

17
日
が
、
震
災
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
る
の
を
機

に
、
震
災
で
得
た
経
験
や
教
訓
を
次
世
代
を
担
う
市

民
や
国
内
外
の
人
々
に
広
く
伝
え
て
い
く
た
め
、「
震

災
の
経
験
や
教
訓
の
継
承
と
発
信
」「『
貢
献
す
る
都

市
と
し
て
の
神
戸
』
の
意
識
の
醸
成
と
定
着
、
活
動

の
展
開
」
と
い
う
２
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、

既
存
の
事
業
も
含
め
た
１
０
０
以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を「
震
災
20
年
継
承
・
発
信
事
業
」と
位
置
付
け

て
展
開
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
事
業
に
お
け
る
震
災
20
年
継

承
・
発
信
と
し
て
の
意
義
を
高
め
、
多
く
の
方
々

に
震
災
へ
の
思
い
を
馳
せ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と

な
る
「
震
災
20
年
継
承
・
発
信
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
も
作

成
し
た
。
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
「
神
戸
は
人
と
人
と

の
絆
で
震
災
か
ら
復
興
し
て
き
た
」
と
い
う
思
い
を

「
２
」と「
０
」を
結
ん
だ
形
で
表
現
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
特
設
サ
イ

ト
を
開
設
し
て
各
事
業
を
紹
介
し
て
い
る
。

（http://w
w
w
.city.kobe.lg.jp/shinsai20/

）

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、
震
災
21
年
目
以
降

に
も
事
業
の
成
果
が
引
き
継
が
れ
、
震
災
の
記
憶

や
教
訓
が
、
震
災
経
験
者
か
ら
震
災
を
知
ら
な
い

世
代
へ
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
後
の
世
代
に
ま
で

継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
最
後
に

　

震
災
で
神
戸
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
震

災
を
機
に「
支
え
合
い
」や「
助
け
合
い
」の
機
運
が

高
ま
っ
た
こ
と
、
人
と
人
と
の
絆き
ず
な

が
深
ま
っ
た
こ

と
、
新
た
な
市
民
活
動
が
芽
生
え
、
地
域
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
が
活
発
に
な
っ

た
こ
と
は
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
財
産
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
積

極
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
国
内
外
か
ら
多

く
の
支
援
を
受
け
再
生
し
た
今
の
神
戸
を
託
さ
れ

た
私
た
ち
の
責
務
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

震
災
20
年
を
迎
え
、
私
た
ち
は
改
め
て
震
災
の

記
憶
を
胸
に
刻
み
直
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
経
験

を
生
か
し
、
世
界
に
貢
献
し
続
け
る
都
市
で
あ
り

続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

震災20年継承・発信ロゴマーク

「阪神淡路大震災1.17のつどい」での“竹灯篭”


